
こ
ん
な
場
所
で
働
い
て
い
ま
す
！

　

私
の
職
場
は
兵
庫
県
宝
塚
市
に
あ

る
。
そ
う
、
あ
の
宝
塚
歌
劇
団
で
有
名

な
宝
塚
市
で
あ
る
。
気
品
と
情
緒
に
溢

れ
る
宝
塚
市
で
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
と
逆
に

位
置
す
る
、
土
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
溢
れ

る
土
木
工
事
現
場
が
多
数
存
在
し
て
い

る
。
そ
の
中
に
私
が
働
い
て
い
る
橋
梁
現

場
、
新
名
神
高
速
道
路
坊
川
第
三
橋
工

事
が
あ
る
。
坊
川
第
三
橋
工
事
は
、兵
庫

県
宝
塚
市
切
畑
〜
同
玉
瀬
間
に
位
置
す

る
、
橋
長
6
5
2
m
の
P
R
C
7
径
間

連
続
ラ
ー
メ
ン
箱
桁
橋
（
上
り
線
）、
橋

長
6
2
9
m
の
P
R
C
6
径
間
連
続

箱
桁
橋
（
下
り
線
）の
工
事
で
あ
る
。
上

下
部
工
の
一
体
工
事
で
あ
り
、
橋
脚
は
全

部
で
11
橋
脚
、橋
脚
基
礎
は
大
口
径
深
礎

基
礎
を
採
用
し
て
い
る
。
橋
脚
お
よ
び

基
礎
の
土
留
め
に
つ
い
て
は
、
地
山
の
掘

削
量
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き

る
、
竹
割
土
留
め
工
を
採
用
し
て
い
る
の

も
大
き
な
特
徴
だ
。
ま
た
こ
の
現
場
の

も
う
一
つ
の
特
徴
は
施
工
箇
所
全
域
に
わ

た
っ
た
工
事
用
仮
橋
だ
。
急
峻
か
つ
狭

隘
な
山
岳
地
域
に
お
け
る
工
事
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
作
業
ヤ
ー
ド
の
確
保
と
他
工

事
か
ら
の
土
運
搬
を
目
的
と
し
て
、工
事

用
仮
橋
を
設
け
て
い
る
が
、
そ
の
重
量
は

約
8
1
0
0
t
に
も
及
ん
で
い
る
。

こ
ん
な
こ
と
を
や
っ
て
い
ま
す
！

　

私
の
仕
事
内
容
は
、
橋
梁
上
部
工
の
安

全
管
理
・
品
質
管
理
・
工
程
管
理
で
あ
る
。

　

現
在
、
上
部
工
は
合
計
4
个
所
で
施
工

中
で
あ
る
。
そ
の
内
2
个
所
は
、
柱
頭
部

の
施
工
が
完
了
し
引
き
続
き
進
め
る
張

出
施
工
の
準
備
中
で
あ
り
、
残
り
の
2
个

所
は
柱
頭
部
の
施
工
を
進
め
て
い
る
。

　

来
年
早
々
に
は
4
个
所
か
ら
7
个
所
へ

施
工
箇
所
が
増
え
る
こ
と
か
ら
、
現
在
の

工
事
を
滞
り
な
く
進
め
る
と
と
も
に
、
施

工
計
画
に
つ
い
て
も
万
全
を
期
す
必
要

が
あ
る
。

　

最
近
注
力
し
て
い
る
こ
と
は
、
作
業

ヤ
ー
ド
が
非
常
に
狭
い
こ
と
か
ら
、
工
事

に
使
用
す
る
資
機
材
の
搬
入
に
つ
い
て
”

使
う
時
に
使
う
分
だ
け
搬
入
す
る
”
と

い
う
こ
と
だ
。
自
分
の
中
で
作
業
工
程

を
想
定
し
、
関
連
業
者
の
方
々
と
密
に
打

ち
合
わ
せ
を
し
な
が
ら
、
資
機
材
の
搬
入

日
時
を
決
定
し
て
い
る
。
そ
ん
な
時
に

自
分
が
現
場
を
動
か
し
て
い
る
ん
だ
と

実
感
す
る
。

　

ま
た
工
事
用
仮
橋
が
隣
接
工
区
の
土

運
搬
路
に
も
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
毎

日
多
く
の
車
両
の
行
き
来
を
目
の
当
た

り
に
す
る
。
そ
の
車
両
の
多
さ
に
新
名

神
高
速
道
路
事
業
の
大
き
さ
を
実
感
す

る
と
と
も
に
、
そ
の
事
業
に
携
わ
れ
た
こ

と
に
高
揚
感
を
感
じ
な
が
ら
業
務
に
従

事
し
て
い
る
。

や
は
り﹃
耐
力
﹄勝
負
！

　

朝
か
ら
夜
ま
で
働
き
続
け
る
と
、ス
ト

レ
ス
は
当
然
た
ま
る
し
、
お
風
呂
の
中
で

寝
て
し
ま
い
湯
冷
め
と
共
に
起
き
る
こ
と

も
当
然
あ
る
。
や
は
り
仕
事
は
体
力
、モ

ト
イ
、
耐
力
が
必
要
だ
！
そ
ん
な
気
持
ち

を
共
有
で
き
る
者
た
ち
で
結
成
さ
れ
て
い

る
の
が
"大
食
会
"
で
あ
る
。
会
員
で
あ

る
私
も
関
西
地
方
に
点
在
し
て
い
る
大

盛
り
メ
ニ
ュ
ー
を
食
べ
歩
き
、
ス
ト
レ
ス

発
散
ま
た
耐
力
向
上
を
定
期
的
に
図
っ

て
い
る
。

最
後
に

　

現
在
、
発
注
者
で
あ
る
、
N
E
X
C
O

西
日
本
新
名
神
兵
庫
事
務
所
の
方
々
に

多
く
の
御
指
導
・
御
鞭
撻
を
頂
戴
し
な
が

ら
施
工
を
進
め
て
い
る
。
引
き
続
き
、
無

事
故
無
災
害
で
竣
工
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
日
々
精
進
し
た
い
。

竹割土留め工
工事用仮橋の日常状況

大成建設株式会社
関西支店

八重樫　武寛

全景写真

工事用仮橋

大食会の様子 ♯007

仕
事
場

拝
見

新名神高速道路
事業に携われて

大食会の様子

大阪方面

神戸方面

大阪方面

ベ
ト
ナ
ム・フ
エ
で
鉄
道
橋
を
架
け
る

　

私
は
現
在
、ベ
ト
ナ
ム
社
会
主
義
共
和

国
の
古
都
フ
エ
の
中
心
部
か
ら
北
に
約
23

㎞
に
あ
る
ヒ
エ
ン
・
シ
村
で
、
鉄
道
橋
の
架

替
工
事
に
従
事
し
て
い
ま
す
。

　

当
現
場
は
、
北
の
首
都
ハ
ノ
イ
か
ら

南
の
商
都
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
を
結
ぶ
南
北

統
一
鉄
道
の
メ
イ
ン
路
線（
南
北
総
延

長
１
７
２
６
㎞
）
の
内
、ハ
ノ
イ
か
ら
約

６
７
１
㎞
の
位
置
に
あ
り
ま
す（
工
事
区

間
は
２.
１
㎞
）。
１
９
３
６
年
に
開
通
し
、

そ
の
後
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
や
設
備
投
資
、資
機

材
、
補
修
不
足
の
為
の
損
傷
で
老
朽
化
が

進
ん
で
い
ま
し
た
。
現
橋
で
は
列
車
の
速

度
が
30
㎞
以
下
に
制
限
さ
れ
て
お
り
、
早

期
の
架
け
替
え
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

工
事
範
囲
に
は
メ
イ
ン
の
ソ
ン
・
ボ
橋

（
橋
長
１
４
２.
１
ｍ
、
３
径
間
鋼
ト
ラ

ス
橋
）の
架
替
工
事
と
ヒ
エ
ン
・
シ
橋（
橋

長
２１.
９
ｍ
、単
純
鋼
桁
橋
）の
支
承
取
換

工
事
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
ソ
ン
・
ボ
橋
は

Ｐ
Ｃ
単
純
１
室
箱
桁
３
ス
パ
ン（
支
間
長

３２.
０
ｍ
、
桁
長

３３.
３
ｍ
×
３
ス
パ
ン
）

と
Ｐ
Ｃ
３
径
間
連
続
１
室
箱
桁
橋（
支
間

長
３１.
３５
ｍ
＋

６２.
０
ｍ
＋

３１.
３５
ｍ
、桁
長

１
２
６.
０
ｍ
）に
架
替
ら
れ
ま
す
。

　

当
現
場
で
は
日
本
人
ス
タ
ッ
フ
２
名
、

ベ
ト
ナ
ム
人
ス
タ
ッ
フ
２
０
名
と
作
業
員

70
名
で
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。
私
は
Ｐ

Ｃ
上
部
工
の
技
術
者
と
し
て
そ
れ
に
関

わ
る
工
事
全
般
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

２
人
の
日
本
人
で
ベ
ト
ナ
ム
人
全
員

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
は
非
常
に
神

経
を
使
い
ま
す
。
日
本
人
と
初
め
て
関

わ
る
人
も
多
い
た
め
、
日
本
の
や
り
方
を

た
だ
押
し
つ
け
る
だ
け
で
は
う
ま
く
い
か

ず
、
現
地
の
や
り
方
に
少
し
ず
つ
日
本
流

を
プ
ラ
ス
し
て
い
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

安
全
、
品
質
を
確
保
す
る
た
め
に
毎
日

同
じ
こ
と
を
言
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
ベ
ト
ナ
ム
人
ス
タ
ッ
フ
の
８
割
は
英

語
を
話
せ
ま
す
が
、
難
し
い
点
は
同
じ
英

単
語
を
聞
い
て
も
発
想
す
る
事
柄
が
全

然
違
う
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
た
め
、
相
手

に
何
が
わ
か
っ
た
の
か
を
復
唱
さ
せ
る
な

ど
、
粘
り
強
い
対
話
と
忍
耐
が
必
要
で
す
。

酒
は
ウ
ォ
ッ
カ
、特
別
料
理
は
…

　

仕
事
で
ベ
ト
ナ
ム
人
と
付
き
合
っ
て
い

く
こ
と
は
大
変
気
を
遣
い
ま
す
が
、
仕
事

を
終
わ
っ
て
か
ら
の
飲
み
会
は
楽
し
ん
で

参
加
し
て
い
ま
す
。
ベ
ト
ナ
ム
人
は
気
さ

く
で
一
度
仲
良
く
な
る
と
一
気
に
距
離
が

近
く
な
り
、
普
段
の
仕
事
の
こ
と
を
忘
れ

て
楽
し
む
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

酒
は
ウ
ォ
ッ
カ
で
、一
口
グ
ラ
ス
で
一
気

飲
み
を
し
ま
す
。
作
業
員
が
次
々
と
乾

杯
を
求
め
て
く
る
の
で
10
杯
く
ら
い
飲
む

と
も
う
ふ
ら
ふ
ら
で
す
。
グ
ラ
ス
を
南

北
に
長
い
ベ
ト
ナ
ム
に
た
と
え
て「
ホ
ー

チ
ミ
ー
ン
」（
ホ
ー
チ
ミ
ン
は
南
で
グ
ラ
ス

の
底
の
意
）
と
お
互
い
叫
び
合
い
、
飲
み

干
し
た
の
を
確
認
し
て
か
ら
握
手
し
て
、

ま
た
次
の
人
と
乾
杯
し
ま
す
。

　

特
別
な
日
の
料
理
に
は
、
犬
、
陸
ガ
メ
、

イ
タ
チ
、
酒
の
つ
ま
み
に
コ
オ
ロ
ギ
の
か

ら
揚
げ
等
、
す
ご
い
も
の
が
出
て
き
ま
す
。

陸
ガ
メ
と
コ
オ
ロ
ギ
の
か
ら
揚
げ
は
意
外

と
私
の
口
に
合
い
ま
し
た
。
ち
な
み
に
コ

オ
ロ
ギ
は
エ
ビ
の
よ
う
な
味
で
す
。

世
界
遺
産
　
フ
エ
阮
朝
王
宮
群

　

次
に
私
の
住
ん
で
い
る
フ
エ
の
街
を
紹

介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ベ
ト
ナ
ム
中
部
に
位
置
す
る
フ
エ
は
、

第
二
次
世
界
大
戦
が
終
わ
る
１
９
４
５

年
ま
で
ベ
ト
ナ
ム
最
後
の
王
朝
、阮（
グ
エ

ン
）
朝
の
都
だ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
日
本
で
い

う
と
京
都
か
奈
良
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
す
。

街
の
中
心
部
を
流
れ
る
フ
ォ
ー
ン
川
の
北

側
に
は
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
阮
朝

王
宮
群
が
あ
り
ま
す
。
街
の
造
り
も
碁

盤
の
目
に
整
い
、
そ
こ
に
広
が
る
旧
市
街

で
は
ベ
ト
ナ
ム
ら
し
い
景
色
が
見
ら
れ
ま

す
。
市
内
に
点
在
す
る
歴
代
の
皇
帝
廟

も
見
ど
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
街
中
心
部
に
は
伝
統
的
な
フ
エ

王
宮
料
理
や
西
洋
料
理
の
レ
ス
ト
ラ
ン

も
多
く
、
食
事
も
い
ろ
い
ろ
楽
し
め
ま
す
。

日
本
料
理
店
も
３
軒
あ
り
ま
す
。
少
し

割
高
で
す
が
味
も
日
本
と
そ
う
変
わ
り

ま
せ
ん
。
フ
エ
は
田
舎
町
で
、の
ん
び
り

と
し
た
雰
囲
気
が
気
に
入
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
海
外
工
事
は
、
言
葉
、
文
化
、

宗
教
、
習
慣
の
違
い
が
あ
り
大
変
で
も
あ

り
ま
す
が
、
そ
れ
以
上
に
い
い
刺
激
が
得

ら
れ
る
と
思
い
ま
す
の
で
機
会
が
あ
れ
ば

ぜ
ひ
経
験
し
て
み
る
と
良
い
と
思
い
ま
す
。

コオロギのから揚げ
犬料理とウォッカ

世界遺産　フエ阮朝王宮

コオロギのから揚げ

ベトナム南北鉄道安全性向上事業ＣＰ４ ソン・ボ橋　張出架設

ドーピー建設工業株式会社
生産統括部工事部

九津見　昌宏

ベトナム 
ヒエン・シ村／

鉄道橋の架替工事
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♯008 　お天気雑記帳
春一番

冬、シベリアの寒気が強いときは、日本の南の太平洋上
に前線（冷たい空気と暖かい空気の境）ができることが多
いのですが、2月になると徐々に前線が北上し、この前線
に沿って低気圧が日本海を東進するようになります。低
気圧が日本海を通ると、低気圧に向かって南よりの風が
吹き、急に暖かくなります。これが「春一番」です。

浮き立つような響きのあるこの言葉、特に中高年の
キャンデーズ世代の人たちには、青春の想い出とともに
記憶され、その印象が強いのではないでしょうか。

気象庁の定義では「立春から春分までの間に、広い範囲
で初めて吹く、暖かく（やや）強い南よりの風」となってい
ます。地方によって判断の基準が異なり、風向きは「東南
東から西南西」で全国同じなのですが、風速は、九州北部
では「7ｍ/s以上」、九州南部・近畿・関東などでは「8ｍ/
s以上」、中国地方では「10m/s以上」となっています。例
年、2月下旬ころに吹くのですが、条件がきびしすぎるせ
いか、春一番が吹かない年もあります。

なお、北海道・東北では春一番を発表しません。低気圧
の通過後、北よりの風とともに寒気が流れ込み、気温が下
がり、大雪になることもあります。「春」という言葉が誤解
を招くことが、その理由だそうです。また、沖縄でも春一
番は発表しません。理由は言うまでもありません。

この「春一番」が一般に知られるようになったのは、昭和
34年に発行された『俳句歳時記』（平凡社）に民俗学者・
宮本常一の次の解説が登場し、マスコミで使用されるよ
うになってからです。

春一番　
〔解説〕壱岐で春に入り最初に吹く南風をいう。こ

の風の吹きとおらぬ間は、漁夫たちは海上を恐れる
という。
〔参考〕二月末か三月初ごろ、内海地方ではまだ寒

い日の続いているとき、南の風が雨をともなって吹く
ことがある。春をよぶ風としてハルイチバンと言っ
ている。これで木々の芽がとけはじめるのである。
この風が吹くと皆春を意識する。ついで桜花の咲く
まえに、同様の雨をともなう南風が吹き、これをハル
ニバンという。これで花が咲きはじめるのである。

この解説は、壱岐の郷土史家の方言の研究が基になっ
ています。そのため、春一番は壱岐で誕生した言葉だと
思われています。著名な民俗学者の宮本常一が「壱岐で
吹く風」と紹介したのですから、この解説を読んだ人たち
が「春一番が壱岐で誕生した」と誤解しても不思議ではあ
りません。壱岐では、郷ノ浦港の近くの公園に船の帆を
イメージした「春一番の塔」が設置され、毎年、春一番が吹
くころに「春一番風のフェスタ」が行われるなど、春一番が
地域おこしにも貢献しています。

元祖「春一番」の壱岐のみなさんには申し訳ないのです
が、私は、春一番はもともと瀬戸内あたりで使われ始めた
言葉で、明治初期の漁業の激変の後に、壱岐でこの言葉
が使われるようになったのではないかと想像しています。

江戸時代、漁業権が複雑に入り組んだ瀬戸内海では、
諸藩によって漁場・漁法・魚種が決められていたのですが、
明治になり廃藩置県が行われると、従来の慣例をやぶっ
て大型の網を使った漁が行われるようになり、漁場が荒れ、
各地で紛争が起きました。漁獲量が急激に減少し、新た
な漁場を求めて、対馬海峡や朝鮮・台湾近海まで進出する
ようになりました。漁業権を確保するために、出漁先に形
式的に寄留・転籍するようになり、やがて、家族を呼び寄
せて九州北部など各地に定住する人たちもでてきました。
壱岐にも瀬戸内の人たちが移り住んだという記録があり
ます。

壱岐では、春の嵐を、菜の花（カラシバナ）を吹き落すと
いう意味でカラシバナオトシとも呼んでおり、これが昔か
ら使われていた言葉ではないかと考えています。明治初
期に瀬戸内の人たちとともに壱岐に持ち込まれた「春一
番」が、その後、壱岐の人たちにも広まったのではないで
しょうか。

気象予報士 （株）富士ピー・エス顧問　松嶋 憲昭

　

朝
、外
は
ま
だ
暗
い
。
ほ
ぼ
眠
っ
た
ま
ま
、

お
弁
当
、
朝
ご
は
ん
を
作
り
、
男
子
二
人
を

両
脇
に
抱
え
て
食
卓
に
向
か
わ
せ
る
。
出

発
ま
で
あ
と
１
時
間
。
そ
ん
な
時
に
限
っ

て
、
お
皿
を
ひ
っ
く
り
返
し
、
ト
イ
レ
に
間

に
合
わ
ず
床
に
は
水
た
ま
り
が
で
き
て
い

る
。
怒
っ
ち
ゃ
い
け
な
い
︙
時
間
が
な
い
の

は
彼
ら
の
せ
い
で
は
な
い
︙
で
も
イ
ラ
イ
ラ

︙
空
気
を
察
し
た
長
男
が
お
決
ま
り
の
一

言
、「
ま
あ
ま
あ
落
ち
着
い
て
！
」

　

事
件
の
内
容
は
日
々
面
白
い
ほ
ど
に
変

化
す
る
が
、
概
ね
同
じ
朝
で
あ
る
。
土
木

を
仕
事
に
し
て
十
数
年
、
母
に
な
っ
て
４
年
、

二
児
の
母
に
な
っ
て
１
年
。
大
学
を
卒
業

し
オ
ト
コ
社
会
に
飛
び
込
ん
で
、
肩
肘
は
っ

て
、
負
け
る
も
ん
か
と
無
我
夢
中
で
仕
事

を
し
て
い
た
二
十
代
の
自
分
に
は
想
像
も

つ
か
な
か
っ
た
ア
ラ
フ
ォ
ー
で
あ
る
。

　

入
社
し
て
配
属
さ
れ
た
の
は
、
設
計

チ
ー
ム
。
憧
れ
の
橋
梁
の
世
界
だ
。
入
社

２
年
目
の
終
わ
り
に
現
場
勤
務
の
希
望
が

叶
う
。
第
二
名
神
高
速
道
路
木
曽
川
橋
東

工
事
へ
の
配
属
が
決
ま
っ
た
。
木
曽
川
橋

は
、
中
央
支
間
２
７
５
ｍ
を
有
す
る
Ｐ
Ｃ
・

鋼
複
合
５
径
間
連
続
エ
ク
ス
ト
ラ
ド
ー
ズ

ド
箱
桁
橋
で
あ
る
。
当
時
、
世
界
初
の
構

造
形
式
で
、
最
先
端
の
技
術
が
集
結
さ
れ

た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
っ
た
。

　

私
の
担
当
は
、
主
に
施
工
を
支
援
す
る

た
め
の
解
析
や
計
測
で
、
内
業
が
大
半
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
熱
望
し
て
い
た
現
場

勤
務
、
じ
っ
と
し
て
い
ら
れ
る
わ
け
が
な
い
。

一
日
に
何
度
も
製
作
ヤ
ー
ド
に
出
向
い
て

は
、
鉄
筋
の
組
み
立
て
を
観
察
し
、
生
コ
ン

に
触
り
、
バ
イ
ブ
レ
ー
タ
を
持
っ
た
。
橋
桁

が
延
び
る
た
び
に
計
測
器
を
抱
え
て
船
で

架
橋
現
場
に
出
向
き
、
施
工
中
の
橋
体
の

計
測
を
行
う
と
い
う
毎
日
だ
っ
た
。

　

各
工
種
の
ス
ケ
ー
ル
が
と
に
か
く
大
き

く
、
特
殊
な
工
法
で
あ
ふ
れ
て
い
た
。
が
、一

つ
一
つ
の
仕
事
の
基
本
は
同
じ
で
、
特
別
な
こ

と
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
も
の
は
何
一
つ
な
い

と
い
う
こ
と
を
教
え
て
く
れ
た
の
は
、多
く
の

経
験
を
持
つ
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
先
輩
方

だ
っ
た
。
こ
の
２
年
間
の
経
験
が
今
も
私
の

基
礎
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
疑
い
よ
う
も
な
い
。

　

こ
れ
ま
で
、
た
く
さ
ん
の
橋
と
出
会

い
、
設
計
、
施
工
、
研
究
開
発
と
い
う
分

野
で
仕
事
に
携
わ
っ
て
き
た
。
最
近
で

は
、
技
術
営
業
と
し
て
の
仕
事
も
増
え
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
の「
生
み
出
す
」
仕
事
に

対
し
て
、「
売
り
込
む
」
仕
事
で
あ
る
。
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
や
営
業
資
料
の
作
成
、
特
許

の
調
査
な
ど
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
裏

方
で
あ
る
。
し
か
し
、「
雑
用
と
い
う
仕

事
は
な
い
」。
こ
れ
ま
で
の
経
験
と
新
た

な
知
識
で
世
の
中
の
要
請
に
応
え
よ
う
。

　

気
が
つ
け
ば
、
世
の
中
は
女
性
技
術
者

歓
迎
ム
ー
ド
で
あ
る
。
育
児
休
業
や
時
短

勤
務
も
勇
気
の
い
る
選
択
で
は
な
く
な
っ

た
。
そ
し
て
、「
認
め
る
」
だ
け
で
な
く
「
受

け
入
れ
て
活
か
す
」こ
と
が
企
業
の
成
長
に

つ
な
が
る
と
い
う
考
え
を
感
じ
る
場
面
も

多
い
。
少
な
く
て
も
肩
肘
は
は
ら
な
く
て

よ
く
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

し
か
し
で
あ
る
。
今
の
私
に
は
ど
ん
な

に
望
ん
で
も
あ
の
頃
の
よ
う
に
時
間
は
な
い
。

昔
と
同
じ
よ
う
に
働
け
な
い
ジ
レ
ン
マ
と
戦

う
こ
と
に
な
る
。
今
自
分
の
目
の
前
に
あ
る

問
題
を
ど
れ
だ
け
真
剣
に
考
え
抜
く
こ
と

が
で
き
る
か
、
自
分
の
思
い
描
い
た
ゴ
ー
ル

に
ど
ん
な
辿
り
着
き
方
を
す
る
の
か
、
今
は

そ
ん
な
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
を
大
切
に
し

た
い
。
キ
ャ
リ
ア
を
と
る
か
家
族
を
取
る
か
、

な
ど
と
大
切
な
も
の
を
犠
牲
に
す
る
こ
と
な

く
、一
所
懸
命
に
な
れ
る
仕
事
が
こ
の
業
界

に
は
溢
れ
て
い
る
。
私
が
大
好
き
な
橋
と

ず
っ
と
か
か
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
の
も
そ
の
お

か
げ
だ
と
思
っ
て
い
る
。
と
に
か
く
や
っ
て

み
て
、し
か
る
後
状
況
に
合
わ
せ
る
。
ど
ん

な
時
も
臨
機
応
変
に
。
そ
し
て
、や
め
な
い

こ
と
。
継
続
を
自
信
に
変
え
て
い
き
た
い
。

　

保
育
園
か
ら
の
帰
り
道
、
長
男
は
今
日

あ
っ
た
出
来
事
を
キ
ラ
キ
ラ
し
た
目
で
報

告
し
て
く
れ
る
。
そ
し
て
、
最
後
に
必
ず
、

「
マ
マ
は
お
仕
事
ど
う
だ
っ
た
？
」
と
聞
か

れ
る
。
で
き
る
だ
け
事
実
を
わ
か
り
や
す

く
話
す
よ
う
に
し
て
い
る
。「
へ
え
ー
、
そ

れ
か
っ
こ
い
い
ね
ー
。」と
カ
タ
カ
ナ
の
工
法

名
を
妖
怪
召
喚
の
呪
文
の
よ
う
に
唱
え
る

息
子
に
、自
分
の
幼
い
頃
を
重
ね
る
。

　

６
歳
の
と
き
、単
身
赴
任
の
父
が
従
事
し

て
い
た
橋
梁
の
現
場
を
訪
れ
た
。
そ
こ
に

横
た
わ
る
巨
大
な
黄
色
い
梯
子
だ
と
思
っ

た
も
の
は
、
20
年
近
く
の
時
を
経
て
青
色
に

な
っ
て
私
の
前
に
現
れ
た
。
あ
の
頃
の
思
い

出
が
記
憶
の
片
隅
で
く
す
ぶ
り
、職
業
を
決

め
た
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。
息
子
た

ち
に
も
土
木
の
魅
力
を
︙
と
は
望
ま
な
い

が
、一
所
懸
命
に
や
る
こ
と
の
楽
し
さ
は
伝

え
た
い
。
彼
ら
に
と
っ
て
の
黄
色
い
梯
子
が

そ
の
姿
の
中
に
見
つ
か
る
か
も
し
れ
な
い
。

オリエンタル白石株式会社
施工・技術本部　技術部

俵　綾子

黄色い梯子

黄色い梯子（月夜野大橋） 1982年
　木曽川橋　2001年
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